西病棟チームカンファレンス記録
	I.O.O
	A.O.M
	G.O.M
	

	平成１８年　１０月１３日（金）
　　　　司会者・記録者　東　志保
	
	
	

	
	
	
	

	佐々木

（健）
	中村

（美）
	市島
	下帯
	東
	橘
	外城
	藤原
	宮澤
	佐々木

（美）
	平間
	横浜
	

	早退


	公休


	○


	○


	○


	歯科
	○


	○


	深夜


	準夜


	公休


	公休



	三浦
	三和
	半澤
	中村

（佐）
	赤坂
	沼端
	鳥谷部
	長濱
	水上
	中野
	佐々木

(弘)
	及川
	

	病欠


	深夜


	公休


	公休


	○


	準夜


	○


	公休


	公休


	深夜

	留守


	学校




出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・インフルエンザ予防接種について患者様の接種希望の有無、ご家族様への確認は担当者が２３日に最終確認しますので、２０日頃までに全患者様とご家族様への確認を終えるようにして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・宮本　建蔵様～右奥歯の詰め物が取れたため、歯科受診希望あり妹様へ連絡していますが、現在も繋がっていない状態です。今後も各勤務帯での連絡をお願いします。連絡が取れ次第医事チームへの連絡お願いします。

・上道　茂様～１４日娘様の学習発表会を見に行く為、９：００～１６：００までの外出希望があり、主治医より許可出ています。ご家族様へも連絡済みです。帰院時外出時の飲酒の有無確認、またお酒の持ち込みの有無等観察していきましょう。

・庭田　智樹様～２１日～２２日頃に外泊訓練の予定でしたがご家族様へ連絡が取れていない状態です。

⇒13日、準夜帯母様と連絡が繋がり土・日は仕事があり、忙しい為無理との事で、希望としては木・金が良いとの事でした。１４日仕事に行き、勤務を確認してくるとの事で１４日の２１時頃再度電話をして欲しいとの事でしたので１４日の準夜スタッフは確認の連絡お願いします。

　外泊許可書は主治医に書いていただいているので母様より具体的な日時確認が取れ次第記入し、栄養チームへ提出して下さい。

・佐々木　みね様～歯科受診拒否し歯科受診終了となっています。歯科Ｄｒが新しく作成した下の義歯を持っているとの事で、現在使用している下の義歯が壊れたら、再度歯科を受診して頂き、新しい義歯を渡すとの事です。

＜レク活動評価・検討＞

・チラシパズル（Ａグループ）～比較的全員が集中して行なえていました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　　　　　新聞パズルを行なってみてもいいのでは？

　　　　　　　　　　　　　　　Ａグループには大きく切り、Ｂグループには細かく切り実施してみてはどうか？

・何でもビンゴ（Ｂグループ）～集中して行なう事が出来ていました。患者様から積極的に意見が出ていて良かった。

・ピッチャーの居ない野球（Ｂグループ）～全体的に盛り上がっていて全員が楽しんでいましたが、手加減をせずやる患者様が居た為ケガの危険性がありました。

↓

手加減をしながら楽しめるよう随時声掛けを行なっていく。

＜猪股Ｄｒ担当患者様ＣＣ・診察での様子＞

・大平　美彦様～炭酸リチウム内服している事から血中濃度（炭酸リチウム）の採血指示出ています。14日実施予定です。

　　　　　　　　精神状態安定してきていることから次回より強力精神安定剤が減薬予定となっています。

　　　　　　　　９月１４日９：００～９月１５日１６：００までの外泊希望あり、主治医より許可出ています。外泊時飲酒はしない事、内服薬は自己調整せず、きちんと内服してくるよう、本人様・ご家族様へ伝えていきましょう。

・八木橋　牧雄様～１２日上司の方が面会に来た際「役職なんだから酒の席には参加しなさい」と言われたとの事ですが、本人様は「嫌だ」と話しており、主治医より診断書を書いていただき、現在医事チームへ預かって頂いています。退院時忘れずに渡すようにして下さい。

　　　　　　　　　退院日は２０日か２１日で良いと主治医から許可出ています。本人様がご家族様へ連絡し、確認後スタッフへ伝えるとの事です。

　　　　　　　　　初外来日は金曜日が良いとの事でしたが、仕事との兼ね合いもある為、退院日までに決めるとの事ですので退院日まで本人様からスタッフへ話がなかった場合はスタッフ側より確認を行って下さい。

　　　　　　　　　退院時処方は１６日分処方となっています。

・庭田　智樹様～主治医より「自分の気持ちを具体的に話せないのは遅的な問題が考えら

れる為、少し長めに時間を取り、話を聞いてみてはどうか？」との事で

す。短時間での会話では無く、本人様が少しでも自分の思っている事や

不安感などを話せるよう時間を設け、傾聴していきましょう。

・蛯名　勝幸様～主治医より本人様へ７年間の入院生活により、直ぐに自宅へ帰り一緒に生活するのはご家族様も動揺するのではないかとの事で、家族の希望もあり外出・泊訓練を繰り返して行い生活に慣れていく事を伝えています。また、外泊中の飲酒について指導しています。

　　　　　　　　本日16：00より妻様と主治医での家族面談行なっています。

　　　　　　　　妻様としては病状の波が無くなり、安定している事認めていますが、病状が悪かった時の記憶が拭い去り難く、退院してもまた同じになるとの思いが強く、本音は離婚だが息子様の思い（「父がかわいそう」「祖父母が大変。離婚しないで」）、その他のしがらみで出来ないとの事。出来れば息子様が高校を卒業・就職するまで（現在中学３年）は青山荘等の施設での生活をして欲しいとの事です。

主治医より病状不安定の期間が長く、生活訓練施設入所して本当に再発がないかどうか見極めた方がより安心となることは確かで、その後自宅へ戻る事が望ましい事伝えています。

今後主治医・ご家族様・本人様で面談重ねて今後について決めていく予定です。

